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～「迦羅」って知ってる？何と・・・1グラム44,000円！～ 
わずか1グラムで40,000円

以上の値段がつく木があります。 

耳かきひとさじで4万円です。

右は、ネット販売のHPです。

400グラムで17,600,000円

で販売されています。 

なかには値段すらつけられな

いものもあるそうです。 

金よりも高価な木。名前を・・ 

「迦羅（きゃら）」といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間にとっても同じことが言えるのではないでしょうか。傷つき、痛い思いをしながらもそれを

乗り越えた人は、傷が心の勲章になり・・・強くなるだけではなく、・・・ 

人の痛みもわかり、人に安らぎも与えることができる「忠恕の人」になる

ことでしょう。ちなみに・・・ 

歴史上の人物で有名な迦羅の収集家といえば・・・・・・・徳川家康です。 

 家康が集めた迦羅は当時の記録で「27貫」（１０００ｋｇ） 

とありますから、 

今の金額にすると、なんと・・・ 

２００億円ほどになります。 

ベトナムを主とした東南アジアでとれる香木のひとつで、お香のなかで最上級とされています。 

正確にいうと、迦羅は木にできた・・・・・・「カサブタ」です。 

迦羅は次のようにできあがります。 

あるジンチョウゲ科の木が動物に引っかかれたりして傷つけられます。 

すると木は、傷口が腐らないように一生懸命樹脂をだして、 

傷を修復しようとするのです。 

このときに分泌される樹脂が香木のもとになります。 

この樹脂は木が枯れ、朽木となったあとも、土にかえらず残るのです。 

そして長い時を経て、バクテリアによって不純物が分解されてできる 

のが迦羅です。 

傷つけられて、それを回復させるためにできた「カサブタ」がものすごい芳香を放つのです。 

「迦羅の香は神様が作ったもので、とても人間が作り出せるものではない！」 

といわれるほどです。だから金よりも高い値がつくのです。 

傷ついて・・・・・・・・・痛い思いをして・・・・・・・・・・自分自身で回復させて・・・・・・・・・・ 

こうして長い長い時間をかけてできたのが迦羅。 

 1グラム 40,000円以上の値がつく「カサブタ」は、まさに・・・・傷ついて・・・・・再生した・・・・・ 

「木の勲章」なのです。 
「運命の流れを変えるしあわせの『スィッチ』」 ひすい こたろう・ひかみ たかひろ（王様文庫） 

迦羅もらえますか？あ、200 億円ほど。 

 

 


